
36：胃癌低侵襲手術率（腹腔鏡）

分母

分子

備考

概要

施設コード 調査開始日 調査終了日 分母数 分子数 割合

210111438 20190401 20200331 120 43 35.83%

210111438 20200401 20210331 34 10 29.41%

210111438 20210401 20220331 75 24 32.00%

210111438 20220401 20230331 99 29 29.29%

210111438 20230401 20240331 26 20 76.92%

210111438 20240401 20250331 #DIV/0!

210111438 20250401 20260331 #DIV/0!

210111438 20260401 20270331 #DIV/0!

210111438 20270401 20280331 #DIV/0!

210111438 20280401 20290331 #DIV/0!

210111438 20290401 20300331 #DIV/0!

210111438 20300401 20310331 #DIV/0!

2029年度
2030年度

胃癌で治療前TNMがUICCステージⅠのうち該当する切除術が施行された退院患者
（2022年度から、内視鏡手術を除く）

分母のうち、腹腔鏡手術が施行された患者数

UICCとは、がんの進行度を表します。ⅠからⅣまでに分類されています。

胃癌の手術には、内視鏡、腹腔鏡、開腹があります。合併症やがんの状態などにより、開
腹より体への影響の少ない、内視鏡手術や腹腔鏡手術が選ばれる場合があります。
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